
育児大好き

＊4月号＊
こんにちは、「さくら」の季節になりましたね！
皆さんお花見には行かれましたか？さくらの開花期間はとても短く、
直ぐに散ってしまいますよね。舞い散る様子はとてもキレイですが…はかないですよね

春！とはいえ、まだ肌寒く感じる時もありますが、来月はＧＷ(ゴールデンウィーク)も
あるので、お出掛けがどんどん楽しくなってきますね♪
お子さんと初のピクニックや、ご家族揃っての遠出など…考えるだけでワクワクですね
普段見られない景色を見たときの表情や、色んな草花や生き物に触れた時の反応が
見られるのもお外ならでは。
写真や動画を撮って、井戸端会議で“子ども自慢”が始まりそうですね(笑)

MENU

パパ大豆の「子育てひとこと語録」

親であろう、親らしくなろう、親なんだから・・・
そんな風に考えてしまうことはありませんか？
大丈夫！子どもが、われわれをステキな親に
育ててくれますよ。 パパ大豆

★　べビーマッサージ教室にいってきました！
　　～　赤ちゃんとお母さんが通じ合うことを実感　～

★　【育児お役立ちコラム】パパ大豆の「ネクタイとっておんぶひも」
　　～　夫婦で意見が違ったとき  ～
　
★　パパ大豆の子育て豆知識
　　～　発達の積み重ね（4）　学童期：「友達から学ぶこと」　～

★　子育て雑感
　　〈子育てを学ぶ〉　

★　「楽しむ子育て」を始めた方たちからの声
　　～　たくさんいただく「うれしいお声」のほんの一部をご紹介！　～

◎　「楽しむ子育て広場」「トイフォーベビー」のご利用案内
　　～　赤ちゃんに「旬のおもちゃ」を与えたいと思ったら・・・・　～



■育児大好きワイワイ新聞　発行の主旨

「育児が楽しい」と思える気持ちを、多くの育児にたずさわる人たちと共有できたら、もっと育児が楽しくなると思いませんか？

「わたしの子育て、これでいいのかしら？」といった悩みや不安を誰かに話し、　「そういうの、あるある」と共感してもらえるだけで気持ちが少し

楽になる・・・なんてことないですか？　「育児大好きワイワイ新聞」は、今よりもっともっと育児を楽しんで、育児を大好きになってもらうために、

発行していきます。　なので、読者のみなさまも、どしどし「お声」をくださいね！　育児の中でうれしかったこと、悩んでいること、ご意見、ご感想

なんでもけっこうです。その「みなさまからの声」を、今後の編集に生かしていこうと思っています。

【ベビーマッサージ教室に行ってきました！＜パート1＞】

こんにちは、パパ大豆こと廣島です。

いま、パパ大豆は、ベビーマッサージにとっても興味を持っています。

「ベビーマッサージ」ってなんだかわかります？　多分聞いたことぐらいはあるんじゃないかと思います。

パパ大豆の解釈で説明すると、ベビーマッサージは、生後～1歳までの時期に、お母さん（お父さん）が、

赤ちゃんの全身をマッサージすることを通して、赤ちゃんと親の間に、アタッチメント（愛着関係）を作る、

ってことだと理解しています。

実はこのベビーマッサージは、未熟児の赤ちゃんに対して行う事で、脳の発達と体の発育を促す効果があるそうです。

ベビーマッサージのこうした効用は、医学的に立証されている事ではなく、また、児童心理学の分野で立証されている

ことでもありません。つまり、学術的な根拠はないんですね。

それと、いろいろ調べて、勉強して見ると、ベビーマッサージと一口に言っても、いろんな流派のようなものがあって、

主催する団体によっても違うようです。

呼び方も「インファントマッサージ」と呼ぶ団体もあるし「ベビーマッサージ」と呼ぶ団体もあります。

パパ大豆としては・・・こうしたことは、あまり重要だと感じていません。

ボクがとっても共感するのは、「アタッチメント（愛着関係）」という部分です。

ベビーマッサージ（こっちの方が、直感的にわかりやすいので、ボクはこの言葉を使っています）を通して、

赤ちゃんと通じ合う、赤ちゃんのことがよりわかるようになる、そういうことを、とっても大事に思っています。

先日、ボクが絵本の開発でお世話になった前田助産院さんにお邪魔しました。

目的は「ベビーマッサージ教室」を見学する事です。

残念ながら、パパ大豆の２人の娘は、ベビーマッサージをするには大きくなりすぎていた（４歳と８歳です）ので、

見学だけでもさせてもらいに行きました。

百聞は一見にしかず

ベビーマッサージによって、赤ちゃんとお母さんが通じ合うということを、実感し、確信する事ができました。

お母さんが、裸の赤ちゃんの体を、マッサージオイルをつけた手で、優しくマッサージしているときの赤ちゃんの様子は、

まさに「安心」していて、とっても幸せそうで、気持ち良さそうな表情でした。

あまりに気持ちよくて、赤ちゃんが、おしっこやウンチをしてしまうこともあるそうです。

そして、お母さんの方も、赤ちゃんの肌のやわらかさを感じ、赤ちゃん特有の乳臭さを感じ、気持ち良さそうにしている

赤ちゃんの表情に癒される、そんな様子でした。

また、全身をマッサージすることによって、赤ちゃんの肌の異常や、普段と違った様子をいち早く感じ取る事も出来る

でしょう。

アタッチメントは、まさにこうした営みの中で形成されるわけですから、ベビーマッサージの効用を確信するには、

十分な体験でした。



【育児お役立ちコラム】
パパ大豆の「ネクタイとっておんぶひも」

…―…―…―…―…―…―…―…―…―…―…―…―…―
このコラムは、パパ大豆の育児日記「ネクタイとっておんぶひも」
の過去のトピックからピックアップしてお届けしています。
…―…―…―…―…―…―…―…―…―…―…―…―…ー

＜夫婦で意見が違ったとき＞

育児についての意見が、夫婦で違ってしまうときってありますよね。

今日は、ちょっとパパ大豆のうちの話をします。 

どこかに車で出かけて、その帰り、家の駐車場に着くと、ルカ（3月で6歳、4月で小学生）は、必ずと言っていいほど、

駐車場から玄関までのほんの数メートルを「だっこ」とせがみます。

寝てしまっている時以外は、ほとんど毎回のように、「だっこ」をねだります。 

ちょうど先週の土曜日も、お出かけして帰ってきたとき、そんな場面に遭遇しました。

パパ大豆は、ルカがだっこしてほしいなら、いつでも「だっこ」してあげれば良いと思っています。

たとえ、それが毎回で、ただ甘えているだけだったとしても。

妻は、毎回抱っこしていては、そうするのが普通になってしまうから、駐車場から玄関までは、

自分で歩いて行くクセを付けるべきだという意見。 

どっちが正しいかは問題じゃない。

恐らく正解なんかどこにもない。

夫婦で出した答えが、どっちであろうと、またはまったく別のものであろうと、それがその家庭の一貫した方針

となっていれば、問題はないのです。
問題なのは、夫婦で意見が違っているということ。

子どもにとっては、パパとママの言うことが「180度」違うのは
問題です。

玄関まで歩いて行かせようとルカを説得する妻を、ボクは、見ていられません。
逆に、妻は、ルカの「甘え」にすぐに応じてしまうボクの行動を見ていられないのでしょう。 

こんな時「相手と意見が違うから、お互いの意見を尊重して、自分の意見を押しつけない」というのが、
大人のやり方なのだろうと思います。

でも、こと子育てに関して、父親と母親の意見の違いを、こうした「大人の解決法」で片づけることをしてはいけない、
と思います。

小さな子どもにとって、同じことを要求して、お父さんとお母さんの態度が180度ちがう、
というのは理解できるはずがないわけです。そういう態度は子どもに対して、無意味な「不安」をあおるだけなのです。

つまり、2つの「違う意見・方針」を、1つの家庭の子育てに反映することは非常に難しいと言えます。

「どちらも間違ってはいないのだけど、我が家としては、 この方針をとろう」

というように、子育てにおいては、どちらかに一貫性を持つ必要があると思うわけです。
この件に関して、最終的には、ボクの意見を夫婦で統一の方針と約束しました。
理由は、わが家の子育ての大前提は、「要求を出来る限りかなえてあげる」というものだからです。
何度も言いますが、こうした方針に正解はありません。 

いずれにしても、育児の方針に関して、まったく意見が食い違ったとき、どうやって「一貫性」のある態度を
子どもにとるかというのは、大きな課題ですね。



【パパ大豆の、子育て豆知識】

＜発達の積み重ね(4)児童期：「探求」＞

シリーズで「発達」についてお送りしてきましたが、今回の「学童期」が、このシリーズ最終回です。

学童期というのは、いわゆる「小学校時代」です。まずは、この一節からご覧ください。 

小学校時代だと考えてください。この時期に一番よく育つのが、勤勉性というものです。

勤勉性とは「社会や周囲が期待していることを、自発性を持って習慣的に実行できる」ことです。

言われたことがしっかりできることではありませんし、この勤勉性が育つには、（一つ前の）児童期の自発性が

育っている必要があります。 

学業だけをしっかりやることが、勤勉性ではありません。

社会や周囲が期待することは、時代、文化、社会が異なれば違います。

だから、エリクソンは、「学童期＝小学校時代」とは定義していません。

しかし、勤勉さを身につけるのに必要なことは、「仲間と道具・知識・体験を共有すること」だと言っています。 

友だちから学び学び、教えられ、そのときの喜びを共有することで、勤勉性が育つのです。

これは、「誰から何を学ぶかという質が重要とされているのではなく、たくさんのことをたくさんの子どもから

学ぶという量が大事だ」とも言っています。

これが健康な子どもなのです。 

学童期に大人から学ぶことは無駄ではありませんが、友だちから学べない、友だちに教えられない、

共感できない子どもは問題です。

些細なことでも、友だちから学ぶ、友だちに教えること、その量が大切なのです。

クラブ活動やクラス活動、仲間とのおしゃべりが大切なのは、こういう理由があるからです。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木正美　著「子育てトーク」より 

最近の小学校に関する話題といえば、「ゆとり教育による学力の低下」が問題視されるばかりで、

親の関心は「足りない学習項目を埋める」ことと、「土曜日の学習」に集中してしまっている気がします。

パパ大豆も、人ごとではありません。この４月から上の娘のルカは小学生になります。

やはり「ゆとり教育の方向性の誤り」をどうやって家庭で補うかということに、頭を悩ませていました。 

でも、根本にかえってみてください。

「小学校に何を期待しているのか」を。

たくさんの子どもが集まって、お互い教えたり、教えられたりする環境、おしゃべりしたり、遊んだり、

勉強を教えあったり・・・

そんなことこそが、大事なんじゃないかと気づかされました。 

3.14の円周率が3でも、土曜日が休みになっても、それほど頭を悩ますことはない。

むしろ、学業ばかりに目がいってしまい、友だちとの活動がおろそかになることの方が、よっぽど怖いですね。 

　　　



【子育て雑感】

＜子育てを学ぶ＞
「親が子育てを学ぶ」と聞くと、ちょっと抵抗したくなると思います。
親は、本来、勉強なんかしなくても子育てができるはず、と思われるのではないでしょうか？
また、「勉強によって、子育てができるようになる、なんてあり得ない」と思われる方もいると思います。 

では、こんな風に言い方を変えてみると、どうでしょうか？

育児ストレスに悩まされることなく、子育てを楽しむには、『子ども』について学び、子どもをもっと知ることが必要です。

私は、これからの世の中において、「健全な心と豊かな知性を持った子」を育てるためには、親は子育てについて、
子どもについて、学ぶ必要があると思っています。重要なのは、「子育て」や「子ども」について学ぶということです。

「子どもを天才に育てる方法」や「英語と日本語のバイリンガルの子どもの育て方」を学び、実践することとは違います。

子育てにおいて、母親は、どんな役割をしているのか？父親は？夫婦は？家族は？
子どもは、何もできない赤ちゃん期から、どんな過程を経て、話すようになり、いろんなことを出来るようになるの？

改めて勉強なんてしなくても、社会の仕組みの中で自然と身についたり、まわりの人々が必要な役割を演じてくれて、
子どもは、黙っていても「健全な心」と「豊かな知性」を育てることが出来た時代が、かつてはありました。
社会学の分野において、江戸時代までは、確かにこのような子育て環境があったことが、伺われます。

たとえば、家父長制における父親の役割は、発達心理学における父性の役割を見事に演じています。
「恐い父親」に対して、母親は「やさしい母親」であり、それが、母性の果たすべき役割を演ずるわけです。
また、大家族におけるおばあちゃんや、近所のおばちゃん、兄弟姉妹などは、子育てを助ける役割を担っていました。
それによって、母親は助けられていたので、育児ストレスなどという言葉も考えもありませんでした。
また、父親をはじめ、おじいちゃんや、近所のカミナリおやじは、社会性を教えていました。
子育て知識においても、実践の中から、代々受け継がれてきた知恵として、おばあちゃんの知恵袋的なものや、
近所のおばちゃんのアドバイスという形で、充分な情報が得られていました。

近年、核家族化とコミュニティのつながりがうすれる中で、こうした「社会がもともと持っていた子育て環境」が
消滅しています。それとともに、代々受け継がれてきた知恵も、途切れてしまっています。

こうした現状を嘆いて、大家族や地域コミュニティの復権を目指すことよりも、私は、現代には現代の「子育て環境」を、
模索するほうが現実的だと思っています。
大家族に戻ることはできなくても、おじいちゃん、おばあちゃんを子育てに巻き込むことはできますし、
昔ながらの地主や名士を頂点とする御家一門がベースの地域コミュニティの復権でなくても、育児サークルをはじめ、
趣味や興味が同じ地元の仲間の集うサークルや、子ども会がコミュニティの役割をしてもいいと思います。
じっさい、そのようにして、すばらしい子育て環境を形成している町は、たくさんあると思います。

ただし、こうした現代版の「子育て環境」においては、昔のように、自動的に、何も考えなくても、
理想的な役割分担が出来るわけではありません。
なぜかというと、登場人物が、昔と比べると、明らかに少ないからです。つまり、一人が何役もこなす必要があり、
しかも、その役が担う役割を理解していることが必要になるからです。

「子育てを学ぶ」理由は、実はここにあります。
冒頭の問いかけ・・・

子育てにおいて、母親は、どんな役割をしているのか？父親は？夫婦は？家族は？
子どもは、何もできない赤ちゃん期から、どんな過程を経て、話すようになり、いろんなことを出来るようになるの？

これらを理解した上で、現代版の子育て環境の中で、子どもを育てることで、子どもは、健全な心と豊かな知性を
育むことができるのだと思います。こうした子どもは、情緒的に安定していて、他人に共感的で、想像力があって、
問題解決力に長けて、論理構築力がある人間に成長します。そして、こうした子どもたちが、我々のあとに、
次の時代を、立派に担っていってくれるのだと、私は信じています。



「楽しむ子育て」を始めた方たちからの声
～たくさんいただく「うれしいお声」のほんの一部をご紹介！～

布絵本

ジム

白黒赤

こんにちは。
先週金曜に注文させて頂きました物、本日午前中に届きました。
おもちゃを見てみたら　想像以上にかわいく感激してしまいました。
これから赤ちゃんと一緒に遊ぶのが楽しみです。
ありがとうございました。　　　　　　　　　　　匿名希望様より

１０日ほど前に絵本が届きました。ありがとうございました。
可愛い絵本ですね。
６ヶ月になる初孫の為に買ったものですが、残念ながらあまり興味を示してくれませんでした。
それでもママはお出かけバックに必ず入れてくれ持ち歩いているようです。
今はカガミが大のお気に入りで、多少ぐずっていてもカガミを見せると途端にニコニコ顔になります。
絵本の中に仕掛けられているカガミは喜んでいますから成長と共にお気に入りが増えていくことでしょうね。

若いババ（自分でいうのも可笑しいですが、まだ４０代です）は孫の笑顔が大好きです。
ＨＰも改めて勉強させられたり興味があり時々覗かせていただいています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿名希望様より

こんにちわ！
先日購入したプレイマット+メリー+ジム。買った当初はまだ1.5ヶ月で寝かせても、あまり反応しませんでした。
でも、オルゴールは気に入って聴いているようでした。。
ところが、日を追うにつれて反応を示すようになってきました！
ちょうど、あやすと笑い始める時期に重なって、プレイジムに寝かせるとニタニタ笑って喜ぶようになったんです。
オルゴールにも大ハシャギ。眠くてグズる時に聞かせると、すんなり寝てくれるし、遊びたい、、とグズる時には大喜び。
すごいなぁ、、と思い、パパ大豆さんの言ってた『時期にあったおもちゃを与えると、びっくりするような反応を示す』
という話が本当なんだと、改めて実感しました。こういうことか、と。
まだおもちゃに手を伸ばすことはしませんが、げんこつナメナメが始まったので、きっとこれからまたアッという間に
ラトルやらのおもちゃをつかめるようになるのでしょう。
本当に、面白くって毎日が楽しいです。
これまで、正直あまり子供は好きではありませんでした。うるさいし。。って思ってたくらいです。
でも、3日かかって産んだ我が子は 泣いても寝ててもホントに可愛い。
どうやら私は母性が実は強かったようで、今はもう、赤ちゃん・子供を見ればどの子も可愛くて、
早くも兄弟妹が欲しい・・・なんて余裕ぶってるところです(笑)
まだまだねんねの時期で、大変なのはこれからですよね。
でも、きっと、大変さに比例して育児の楽しさも増えていくんだろうなぁ、って思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『ジェイ』様より

カウント　アンド　プレイ　Ⅱ

TINY LOVE ジミニー・
                    トータルプレイグラウンド



おもちゃ

白黒赤

お世話になっております。

先日ご注文をさせていただきました○○と申します。

お送りいただきました商品は、無事に孫の手の中へ2歳の誕生日プレゼントとして贈られました。

贈られた本人もすっかり気に入り、毎日「つみき！つみき！」と言って、「積み上げては壊し」の繰り返しを

飽きることなく遊んでいます。

また、同封されていたお片づけ用の布袋にちゃんと片づけてくれたりと親にとっては子供の成長を感じることもでき、

大変喜んでおります。

いろいろとありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　匿名希望様より

こんにちは。 先日、白黒赤絵本を半身半疑ながら購入
させていただきました 今まで、何度となくこの手の物を
購入してきましたが、興味を示してくれるわけでもなく
大きくなった長女。
 1ヶ月になる次女のためにも何かないかなぁ・・・と
ネットで探していたところ、”パパ大豆”にいきつきました。
 ホームページを読んで次女にも試してみたくなり購入
しました。 主人には、”また無駄使いして～”と、
言われながら一緒に試してみました。 
主人も私も”初”を見たいので、はじめてする事はなるべく
一緒にすることにしてるんです 次女に見せたところ、
なんと目で追ってるんですよ。 もうびっくり。
見えてるんですね。 ”子供ってあきっぽいから２日目は
興味は示さないよね～”とおもってたら、あきもせず
３日目もジーっとみてるではないですか。 
いい本に出会えてよかったです。 ありがとうございました。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T.I 様より 

年子の子を持つママです。お姉ちゃんの世話で手が離せず、下の子を泣かせる事が多くなっていましたが、
ベッドメリーを付けてから、無く回数が減ってママも赤ちゃんも笑顔が増えました♪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿名希望様より　　

こんにちは。先ほど、商品が届きました！
電話は、色々な種類の音が出るんですねえ。。。７ヶ月の子は、音（声）を聞いて、にんまり！
触ったり、かじったり、楽しそうでした。今は昼寝中ですが、抱えて寝てます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿名希望様より　　　　　　　　　　

店長さま　こんにちは
ご連絡が遅くなりました。
先日、3月25日に無事受け取りました。
プレゼントの方、ラッピング、ありがとうございます。

まだ、都合があわずに渡すことができないのですが、
きっと大喜びだと思います。

ミラーは、その大きさに驚きました。
でも、その大きさが魅力なんですね。
喜んでナメナメしてました。（笑）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匿名希望様より

K`s Kids ラーニングシューズ

ジャングル・ソフトミラー・
              ティーサー（トラ）、（ライオン）
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